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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
腎尿管全摘除術は上部尿路上皮癌に対するスタンダ-ドな術式である｡近年､
上部尿路上皮癌に対する予後因子は､病理学的因子を含めた様々な因子が検討
されつつある｡2000年 1月から2004年 12月までの間に､岡山大学病院ならび
にその関連施設にて施行した腎尿管全摘除術症例221例を対象に病理学的因子
を含めた予後因子の検討を後ろ向きに行った｡検討因子は性別､年齢､T分頼､
病理学的因子 (異型度､静脈浸潤の有無､リンパ管浸潤の有無)､腫壕部位､臆
病個数､SurgicalapproachとしたO生存率はKaplan-Meier法にて算出し､有
意差検定はLog･ranktestを用いて行い､多変量解析はCox比例ハザードモデ
ルを用いた｡多変量解析の結果､病理学的因子の静脈浸潤が独立した予後因子
であった(HR3.354,95%CI:1.205･9.337,p=0.0205)O
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は岡山大学病院および関連15施設の上部尿路上皮癌に対する腎尿管全摘施行例221症例を対
象に,予後因子について検討した論文である･病理学的因子を含めた,性別･年齢 T分類･病理学的
因子 (異型度,青的R浸潤の有無,リンパ管浸潤の有無),月動寡部低 腫療個数,Surgicalapproachの
各因子につき検討がなされている.多数例を用いた多変量解析の結果 病理因子の静脈浸潤が独立し
た予後因子であることを兄いだしており,本結果は今後の新しい上部尿路上皮癌治療法の開発にも結
びつく有益な研究成果であると考える.
よって,本研究者は博士 (医判 の学位を得る資格があると認める･
審 査 概 要 :
初回予備審査時には,判立請求論文中に多くの誤記が発見され,このため判定不能とした･その後,
掲載誌に修正記事が掲載されることになり,その内容,修正論文 主論文の要旨,内容要旨を再審査
し,予備審査合格と判断した･
